


























































































































































































































































































































































































































































































































３  調査点 

水質調査点は表３－３、図３－１に示すとおりであり、底質調査点は表３－４、図３－２

に示すとおりである。 

なお、経度・緯度は世界測地系である。 

 

表３－３  水質調査点（緯度・経度）－内部水面海域 

調査点 北 緯 東 経 

Ｎ１ 34 ﾟ 26′32" 135 ﾟ 14′50" 

Ｎ２ 34 ﾟ 26′01" 135 ﾟ 14′03" 

Ｎ３ 34 ﾟ 25′31" 135 ﾟ 13′00" 

 

 

●　調　査　点

凡　　例

N2 N1

N3

 

注) 上層：海 面 下 １ｍ 

下層：海底面上 ２ｍ 

図３－１ 水質定期調査点－内部水面海域 
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表 ３－４ 底質調査点（緯度・経度）－内部水面海域 

調査点 北 緯 東 経 

Ｎ１ 34 ﾟ 26′32" 135 ﾟ 14′50" 

Ｎ２ 34 ﾟ 26′01" 135 ﾟ 14′03" 

Ｎ３ 34 ﾟ 25′31" 135 ﾟ 13′00" 

 

 

●　調　査　点

凡　　例

N2 N1

N3

 

図３－２ 底質調査点－内部水面海域 
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Ⅰ  環境監視の概要 

 

１  調査期間 

      調査期間は平成 25 年 4月から平成 26 年 3 月である。 

 

２  調査項目 

    内部水面海域の生物の状況を把握するため、底生生物の調査を行った。 

 

３  調査点 

    各調査点は表４－１及び図４－１に示すとおりである。 

 

表４－１海域生物調査点（緯度・経度）－内部水面海域 

調査点 北 緯 東 経 

Ｎ１ 34°26′32″ 135°14′50″ 

Ｎ２ 34°26′01″ 135°14′03″ 

Ｎ３ 34°25′31″ 135°13′00″ 

注）緯度・経度は世界測地系である。 

 

 

 

図４－１ 海域生物調査点－内部水面海域 

 

  
 ○ 底生生物調査点 

凡  例 

N2 N1
N3
〇 

 〇〇
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調査月

調査日

調査点数 3

項目 区分 平均値 平均値

軟体動物門 [27] 0 ～ 4 6 3 ～ 20 25

種 環形動物門 [36] 2 ～ 14 21 7 ～ 16 27

類 節足動物門 [4] 0 ～ 2 2 1 ～ 3 4

数 そ  の  他 [10] 0 ～ 5 6 3 ～ 4 8

合      計 [77] 2 ～ 24 35 14 ～ 43 64

軟体動物門 0 ～ 46 28 3 ～ 82 35

個 環形動物門 2 ～ 255 109 18 ～ 222 90

体 節足動物門 0 ～ 9 3 1 ～ 24 13

数 そ  の  他 0 ～ 11 7 5 ～ 6 6

合      計 2 ～ 310 147 28 ～ 323 144

個組 軟体動物門 0.0 ～ 29.7 19.0 10.7 ～ 25.4 24.3

体成 環形動物門 54.7 ～ 100.0 74.1 38.3 ～ 68.7 62.5

数比 節足動物門 0.0 ～ 7.0 2.0 3.6 ～ 29.6 9.0

(％) そ  の  他 0.0 ～ 8.6 4.8 1.5 ～ 21.4 4.2

湿 軟体動物門 0.00 ～ 0.33 0.18 0.17 ～ 2.59 1.29

重 環形動物門 0.02 ～ 4.79 2.24 0.16 ～ 4.16 1.63

量 節足動物門 0.00 ～ 0.09 0.03 0.01 ～ 0.07 0.03

(ｇ) そ  の  他 0.00 ～ 0.29 0.13 0.05 ～ 0.71 0.31

合      計 0.02 ～ 5.23 2.58 0.09 ～ 5.43 3.26

カタマガリギボシイソメ カタマガリギボシイソメ

                 31 (21.1)                  30 (20.6)

ミズヒキゴカイ ミズヒキゴカイ

                 31 (21.1)                  22 (15.0)

主要種 シズクガイ ナガオタケフシゴガイ

個体数（％）                  25 (17.3)                    8 ( 5.6)

ナガオタケフシゴカイ ドロヨコエビ

                 25 (17.0)                    7 ( 5.1)

Tharyx属の一種 ツヤガラス

                  9 ( 6.1)                    6 ( 4.4)

注1）個体数、湿重量は0.15ｍ2当たりで示す。 湿重量の＋は0.01g未満を示す。

注2）種類数の平均は総種類数を示す。

注3）主要種は各調査点での個体数の上位５種を示す。  

底生生物調査結果総括表[平成25年度]－内部水面海域

最小値～最大値 最小値～最大値

平成25年8月5日

3

8月 2月

平成26年2月5日
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       底生生物調査結果 [平成25年8月分]－内部水面海域

調査日：平成25年8月5日

調査点

平均

項目

種類数 軟体動物門 6

環形動物門 21

節足動物門 2

そ  の  他 6

合      計 35

個体数 軟体動物門 28

環形動物門 109

節足動物門 3

そ  の  他 7

合      計 147

個体数 軟体動物門 19.0

組成比 環形動物門 74.1

［％］ 節足動物門 2.0

そ  の  他 4.8

湿重量 軟体動物門 0.18

［ｇ］ 環形動物門 2.24

節足動物門 0.03

そ  の  他 0.13

合      計 2.58

主要種の種名 カタマガリギボシイソメ

個体数［％］                   31 (21.1)

ミズヒキゴカイ

                  31 (21.1)

シズクガイ

                  25 (17.3)

ナガオタケフシゴガイ

                  25 (17.0)

Tharyx属の一種

                   9 ( 6.1)

泥温［℃］ 24.1

注1）個体数、湿重量は0.15㎡当たりで示す。

注2）種類数の平均は総種類数を示す。

注3）主要種は各調査点での個体数の上位５種を示す。

4-5





       底生生物調査結果 [平成26年2月分]－内部水面海域

調査日：平成26年2月5日

調査点

平均

項目

種類数 軟体動物門 25

環形動物門 27

節足動物門 4

そ  の  他 8

合      計 64

個体数 軟体動物門 35

環形動物門 90

節足動物門 13

そ  の  他 6

合      計 144

個体数 軟体動物門 24.3

組成比 環形動物門 62.5

［％］ 節足動物門 9.0

そ  の  他 4.2

湿重量 軟体動物門 1.29

［ｇ］ 環形動物門 1.63

節足動物門 0.03

そ  の  他 0.31

合      計 3.26

主要種の種名 カタマガリギボシイソメ

個体数［％］                    30 (20.6)

ミズヒキゴカイ

                   22 (15.0)

ナガオタケフシゴガイ

                    8 ( 5.6)

ドロヨコエビ

                    7 ( 5.1)

ツヤガラス

                    6 ( 4.4)

泥温［℃］ 11.0

注1）個体数、湿重量は0.15㎡当たりで示す。

注2）種類数の平均は総種類数を示す。

注3）主要種は各調査点での個体数の上位５種を示す。
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